
生地で広がる
コラボレーショ

ン
マルナカ商事

株式会社ビジネスマッチ
ング

５４人の経営支援
員は地域の小規模

・中小企業の

経営改善と持続的
発展に向け、支援

を行っています。

経営者とのコミュ
ニケーションを

しっかりと取りな
がら、

課題の解決とさら
なる発展に向けた

支援活動を展開中
。

しっかり応援
プロジェクト

さまざまな生地で顧客ニーズをつかむ
　繊維卸を創業してから32年。さまざまな生地を仕入れた経験を生かす
べく、専務の入社を機に、お客様のニーズに合った製品づくりもスター
トしました。当社オリジナルの加工法で委託生産した繊維は撥水機能に
優れており、高い評価を得ています。この生地で製造する傘やレインコー
トは、OEMが中心でしたが、最近ではヨーロッパテイストを取り入れた
自社ブランド“Ballett”事業として拡大。企画・デザインから資材調達、
縫製を自社で一括して対応できるのが当社の強みです。

商談会への参加で販路を拡大
　新たな販路を模索する中、京商の「京のイチ押し商品売り込み商談会」
に参加したのは今から４年前のこと。それまであまり接点のなかった大
手百貨店等が参加していたのが魅力でした。以来、商談会には積極的に
足を運ぶようにしています。事前マッチング型の「マンスリー商談会」に
参加したことがきっかけで、著名な婦人誌の通販サイトで当社のレイン
コートを販売してもらうなど、大きな成果につながっています。

異業種交流でビジネスチャンスをつかむ
　人脈を広げるため、約１年前、京商が各支部で開催している地域ビジネ
ス活力交流会に参加しました。それから月日が経ったある日のこと、その
場で名刺交換をした方から「枕カバーを作ってほしい」という依頼をいた
だきました。枕カバーはこれまで手掛けたことがありませんでしたが、生
地のセレクトはもちろん、縫製やファスナーの取り付けまで当社で受注
しました。完成した商品は大手百貨店で販売されるなど、好評を得ていま
す。経験したことのなかったホームファッションの分野で、新たな販路開
拓や技術の蓄積に結びつきました。
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マルナカ商事株式会社
代表者／中瀬 義和
住　所／京都市山科区御陵進藤町4　TEL／075-593-4512
企業HP／ http://ballett.jp/　E-mail ／ info@ballett.jp　
オンラインショップ／ http://store.shopping.yahoo.co.jp/ballett/

　見る角度を変えることで、新しい知恵や気
づきにつながるかもしれません。どんな化学
反応が起こるのか分からないのが、異業種交
流の魅力！ 京商には、多種多様な企業とネッ
トワークを広げる場が用意されているので、
積極的に活用して次のビジネスチャンスを生
み出したいと思っています。

　独自加工を施した超撥水性の生地を使った傘やレインコート
が人気。軽くて蒸れにくく、デザイン性に優れているのが魅力
で、カジュアルウェアとしても兼用できる。また、オリジナル
スカーフなど自社ブランド“Ballett”の企画販売も手掛け、著
名な写真家とコラボした京都の風景シリーズやエレガントな色
彩が特徴のプリーツスカーフなど、豊富なアイテムを用意する。

専務取締役の中瀬 英輔さん（左）と代表取締役の中瀬 義和さん

株式会社東山堂
代 表 者／木村 隆彦
住　　所／京都市上京区中立売通日暮東入新白水丸町451-1
TEL ／ 075-432-1600
URL ／ http://tozando.net/

広報　木村 真里子さん

　「武」という字は「戈を止める」と書くよ
うに、本来、利己的な思いを抑えて、争い
を鎮めるという意味があります。今、武道の
世界でも勝ち負けが重視される風潮にあり
ますが、力で相手をねじ伏せても、それは
真の勝ちと言えないのではないでしょうか。
以前、私が海外の道場で稽古していたとき、
剣道のヨーロッパチャンピオンは「剣道が強
いことではなく、剣道で培った人間性を評
価してほしい」と言いました。それは誰かに
教えられるのではなく、鍛練を続けているう
ちに感じたり気づいたりすることなのかもし
れません。私たちはさまざまな武道具の提

供を通して、従来の勝ち負けとは
違った価値観を伝えていきたい
と思います。武道の精神を知ることが平和
につながるのだと、そう信じています。
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